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８月号の主な掲載記事
☑遠田郡中学校陸上競技大会・駅伝大会 � 　P.2

☑令和5年涌谷町建町記念式 � 　P.4

☑採
さい

燈
とう

大
おお

護
ご

摩
ま

供
く

フォトレポート � 　P.7

天をも焦がす勢いの

護摩壇に願いを込めて―



アオハルフォトレポート

　6月17日（土）に、加美町陶芸の里スポーツ公園内陸上競技場において、遠
田郡中学校陸上競技大会が開催されました。夏を思わせる日差しの下出場し
た選手たちは、リレーを含む5種目で1位、3種目で2位、7種目で3位に入賞し、
うちリレーで1チーム、個人9人が県大会への進出を決めました。

―涌中生の本領―  遠田郡中学校陸上競技大会
  No Limit !

バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
先
に
あ
る
栄
光
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最
後
ま
で
つ
な
が
れ
た
襷

大
崎
地
区
駅
伝
競
走
大
会

　

６
月
27
日（
火
）に
、
大
崎
市

田
尻
総
合
体
育
館
周
辺
を
コ
ー

ス
に
、
大
崎
地
区
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
、
涌
谷
中
学
校

か
ら
男
子
１
チ
ー
ム
、
女
子
１

チ
ー
ム
が
出
場
。
遠
田
郡
内
で

男
子
が
４
位
、
女
子
が
準
優
勝

と
な
り
、
女
子
チ
ー
ム
が
県
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
男
子
で
は

１
区
井
筒
奏
太
選
手
が
大
崎
地

区
全
体
の
１
位
と
な
り
、
女
子

で
は
１
区
渡
辺
あ
い
み
選
手
と

４
区
千
葉
弥
生
選
手
が
遠
田
郡

内
で
区
間
１
位
と
な
る
力
走
を

見
せ
ま
し
た
。

遠田郡中学校陸上競技大会　涌谷中学校出場競技の結果
涌谷中学校で出場した競技の上位入賞者の成績です。

100m走　2人が県大会出場

男子１年　松浦櫂
か い

斗
と

　２位（県大会出場）
女子１年　阿部友

ゆ う

莉
り

　３位
女子２年　千葉弥

や

生
よ い

　３位
男子３年　門脇玲

れ

凰
お

　２位
女子３年　相馬凜

り

音
お ん

　３位（県大会出場）

3,000m走　

男子共通　山崎羚
りょう

葵
き

 　３位

200m走　2人が県大会出場

男子共通　菅原蒼
そ

空
ら

　１位（県大会出場）
　　　　　佐藤成

な つ

希
き

　５位（県大会出場）
女子共通　伊藤暖

は る

　　３位

400ｍ走　1人が県大会出場

男子共通　井筒雄
ゆ う

大
だ い

　２位（県大会出場）

1,500m走　2人が県大会出場

男子２・３年　井筒奏
そ う

太
た

　　１位（県大会出場）
女子２・３年　渡辺あいみ　１位（県大会出場）

110mハードル

男子共通　佐藤輝
こ う

太
た

　３位（県大会出場）

走幅跳　1人が県大会出場

女子共通　中野陽
ひ

茉
ま

梨
り

　１位（県大会出場）

砲丸投

男子共通　芦田力
り き

也
や

　3位

4×100メートルリレー　1組が県大会出場

男子共通　　菅原蒼
そ

空
ら

、門脇玲
れ

凰
お

、
　　　　　　川口優

ゆ い

斗
と

、及川冬
と

空
あ

　　１位
　　　　　　（県大会出場）
男子低学年　砂越真

ま

波
は

路
ろ

、松浦櫂
か い

斗
と

　　　　　　熊谷駿
しゅん

希
き

、佐々木丈
た け

瑠
る

　3位

全体 1 位で駆け抜けた
井筒奏太選手
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▼
消
防
庁
長
官
表
彰　

後
藤

武た
け

志し

さ
ま（
永
年
勤
続
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
文
化
の
日
表

彰　

佐
々
木
信の

ぶ

之ゆ
き

さ
ま（
民

生
安
定
功
労
）、
佐
藤
安や

す

憲の
り

さ
ま（
消
防
防
災
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
表
彰　

及
川

竜り
ゅ
う

一い
ち

さ
ま
・
佐
藤
清き

よ

隆た
か

さ
ま
、

髙
橋
新し

ん

二じ

さ
ま（
消
防
防
災

功
労
）、
熊
谷
信ま

こ
と

さ
ま
・
澁

谷
光み

つ

春は
る

さ
ま（
交
通
指
導
員

功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
感
謝
状　

髙

成
貫か

ん

治じ

さ
ま（
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
20
年
在
職
さ
れ

た
功
績
）

▼
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防

協
会
長
表
彰　

手
嶋
一い

ち

郎ろ
う

さ
ま（
消
防
功
労
精
績
章
）、

佐
々
木
博ひ

ろ

志し

さ
ま
・
加
藤
利と

し

《
功
労
者
》

　

国
や
宮
城
県
な
ど
か
ら
受

け
た
叙
勲
・
表
彰
な
ど
の
功

績
を
紹
介

▼
叙
位
・
叙
勲

　

故
安
部
周し

ゅ
う

治じ

さ
ま（
地
方

自
治
功
労
・
従じ

ゅ

六ろ
く

位い

旭き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

）、
大
友
利と

し

明あ
き

さ
ま（
土

地
改
良
事
業
功
労
・
旭き

ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

）、
故
浅
野
政ま

さ

義よ
し

さ
ま

（
消
防
防
災
功
労
・
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

）、
佐
々
木
繁し

げ
る

さ
ま（
消

防
防
災
功
労
・
瑞
宝
単
光

章
）、
早
川
健け

ん

一い
ち

さ
ま（
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
・
瑞
宝
単

光
章
）

▼
国
土
交
通
大
臣
表
彰　

涌

谷
町
消
防
団
さ
ま（
令
和
４

年
７
月
豪
雨
の
際
に
水
防
活

動
に
尽
力
し
た
功
績
）

　

旧
箟
岳
村
と
旧
涌
谷
町
の
合
併
を
記
念
し
、
７
月
15
日
に
実
施
し
て
き
た
涌
谷
町
建
町
記

念
式
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
中
止
・
規
模
を
縮
小
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
令
和
５
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
以
前
と
同
様
の
規
模
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
な
ど
の
対
象
者
の
延
べ
数
は
、
功
労
者
１
団
体
20
人
、
表
彰
11
人
、
褒
状
１
団
体
５
人
、

感
謝
状
９
団
体
２
人
で
し
た
。
今
後
と
も
町
勢
発
展
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

これまでの功績を称
た た

えて 

令和５年涌谷町建町記念式 
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《
褒
状（
受
賞
時
の
学
年
）》

　

各
小
学
校
・
中
学
校
か
ら

推
薦
さ
れ
た
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
残

し
た
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

表
彰

▼
第
50
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
全
国
大
会
銅
賞　

涌
谷
第

一
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
さ
ま（
写
真
左
）

▼
令
和
４
年
度
宮
城
県
書
き

ぞ
め
展
硬
筆
の
部
部
会
長
賞�

甲
斐
心こ

咲こ

さ
ま（
涌
一
小
１

年
）・
及
川
瑠る

菜な

さ
ま（
涌
一

小
２
年
）

▼
令
和
４
年
度
宮
城
県
小
学

校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

部
会
長
賞　

伊
藤
心み

優ゆ

さ
ま

（
涌
一
小
３
年
）

▼
第
59
回
宮
城
県
中
学
校
弁

論
大
会
最
優
秀
賞　

秋
山
ち

ひ
ろ
さ
ま（
涌
谷
中
３
年
）

▼
第
16
回
東
北
の
建
築
を
描

く
展　

井
上
凪な

ぎ

子こ

さ
ま（
涌

谷
中
３
年
）

《
表
彰
》

　

こ
れ
ま
で
各
分
野
に
お
い

て
多
年
に
わ
た
る
功
績
を
残

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て

涌
谷
町
か
ら
表
彰

▼
地
方
自
治
功
労　

久
勉つ

と
む

さ

ま
・
杉
浦
謙
一
さ
ま（
涌
谷

町
議
会
議
員
と
し
て
の
功

績
）

▼
治
安
功
労　

後
藤
武
志
さ

ま（
涌
谷
町
防
犯
協
会
員
と

し
て
の
功
績
）

▼
消
防
功
労　

佐
々
木
博
志

さ
ま（
写
真
右
）・
加
藤
利
之

さ
ま
・
小
堤
俊と

し

宏ひ
ろ

さ
ま（
涌

谷
町
消
防
団
員
と
し
て
の
功

績
）、
菊
谷
善よ

し

一い
ち

さ
ま
、
中

澤
邦く

に

夫お

さ
ま
、
斉
貞さ

だ

敏と
し

さ
ま

（
涌
谷
町
消
防
団
世
話
係
会

会
員
と
し
て
の
功
績
）

▼
産
業
功
労　

日
野
善よ

し

勝か
つ

さ

ま（
涌
谷
町
農
業
委
員
会
委

員
と
し
て
の
功
績
）

▼
民
生
安
定
功
労　

我
妻
幸こ

う

一い
ち

さ
ま（
城
山
公
衆
衛
生
組

合
長
と
し
て
の
功
績
）

之ゆ
き

さ
ま
・
吉
田
正た

だ
し

さ
ま（
消

防
功
労
勤
続
章
）

▼
警
察
庁
長
官
・一般
財
団
法

人
全
日
本
交
通
安
全
協
会
会

長
表
彰　

和
賀
稔み

の
る

さ
ま（
多

年
に
わ
た
る
交
通
安
全
功
労

者
・
優
良
安
全
運
転
管
理
者

交
通
栄
誉
賞
緑
十
字
金
章
）

▼
一
般
財
団
法
人
全
日
本
交

通
安
全
協
会
会
長
表
彰　

株

式
会
社
涌
谷
自
動
車
学
校
さ

ま（
多
年
に
わ
た
る
交
通
安

全
優
良
事
業
所
・
交
通
安
全

優
良
団
体
等
表
彰
）

▼
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表

彰　

杉
浦
謙け

ん

一い
ち

さ
ま（
地
方

自
治
功
労
）

▼
宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会

表
彰　

杉
浦
謙
一
さ
ま（
地

方
自
治
功
労
）

▼
宮
城
県
防
犯
協
会
連
合
会

長
・
宮
城
県
警
察
本
部
長
表

彰　

杉
山
潤じ

ゅ
ん

一い
ち

さ
ま（
防
犯

功
労
）

▼
法
務
省
仙
台
法
務
局
長
感

謝
状　

高
橋
勝し

ょ
う

一い
ち

さ
ま（
多

年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
の
功
績
）
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人
ベ
ル
マ
ー
ク
教
育
助
成
財

団
さ
ま

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

多
大
の
寄
付　

遠
田
商
工
会�

会
長　

渡
邉
新し

ん

美み

さ
ま（
写

真
右
）

▼
災
害
対
策
の
一
助
と
し
て

多
大
の
寄
付　

株
式
会
社
大

塚
商
会
さ
ま

［
隠
れ
た
地
域
の
善
行
者
］

　

各
行
政
区
長
が
推
薦
す
る

地
域
の
善
行
者
に
感
謝
状
を

贈
呈

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
環

境
美
化
お
よ
び
衛
生
環
境
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
功

績　

中
村
守も

り

男お

さ
ま

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
民

生
安
定
お
よ
び
地
域
住
民
の

融
和
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
功

績　

中
澤
昭あ

き

子こ

さ
ま

▼
令
和
４
年
７
月
豪
雨
の
際

に
水
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
た

功
績　

宮
田
建
設
株
式
会
社�

代
表
取
締
役　

佐
藤
安
憲
さ

ま（
写
真
左
）

《
感
謝
状
》

　

10
万
円
以
上
ま
た
は
３
年

連
続
寄
付
を
し
た
人
や
各
行

政
区
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
地

域
の
隠
れ
た
善
行
者
を
対
象

に
感
謝
状
を
贈
呈

［
寄
付
］

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て
多

大
の
寄
付　

立り
っ

正し
ょ
う

佼こ
う

成せ
い

会か
い

涌わ
く

谷や

道ど
う

場じ
ょ
う

さ
ま

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
一
助
と
し
て
多

大
の
寄
付　

特
定
非
営
利
活

動
法
人
大
崎
タ
イ
ム
ス
福
祉

部�

理
事
長�

伊
藤
卓た

く

二じ

さ
ま

▼
福
祉
の
一
助
と
し
て
多
大

の
寄
付　

有
限
会
社
沼ぬ

ま

舘だ
て

食

品
興
業　

ハ
ン
バ
ー
グ
レ
ス

ト
ラ
ン
つ
き
み
ち
さ
ま

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て
多

大
の
寄
付　

株
式
会
社
か
み

で
ん
里
山
公
社
さ
ま

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

多
大
の
寄
付　

株
式
会
社
千

坂　

代
表
取
締
役
社
長　

千

坂
剛た

か

久ひ
さ

さ
ま

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

多
大
の
寄
付　

公
益
財
団
法

涌谷町のますますの発展を祈念し万歳三唱
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れ
ま
し
た
。

　

石
仏
広
場
中
心
に
組
ま
れ
た
護

摩
壇
に
採
火
さ
れ
る
と
、
天
を
も

焦
が
す
勢
い
で
燃
え
上
が
り
、
あ

た
り
一
面
を
熱
風
が
包
み
込
み
ま

し
た
。
行
者
は
、
そ
の
熱
風
を
も

の
と
も
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い

が
書
か
れ
た
約
４
千
本
も
の
木
札

を
次
々
に
炎
に
投
じ
て
い
き
、
成

就
を
願
い
ま
し
た
。

　

18
時
頃
、
炎
が
落
ち
着
き
を
見

せ
て
か
ら
灰
を
な
ら
し
、
箟
峯
寺

の
行
者
が
炎
が
く
す
ぶ
る
炭
の
上

を
火
渡
り
。
続
い
て
一
般
参
列
者

が
思
い
思
い
に
祈
り
な
が
ら
火
渡

り
を
体
験
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

７
月
８
日（
土
）に
、
箟
岳
山
石

仏
広
場
に
お
い
て
、
厄
災
を
火
で

払
う
密
教
秘
法
と
さ
れ
る
採
燈
大

護
摩
供
が
、
箟
峯
寺
の
行
者
に

よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
に
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
も
の
の
、
出
来
川
の
堤
防

で
越
水
が
発
生
す
る
ほ
ど
の
大
雨

が
降
っ
た
こ
と
で
、
一
般
参
列
者

は
ほ
ぼ
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　

今
年
も
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
16
時
に
箟
峯
寺
の
行
者
が

石
仏
広
場
に
姿
を
現
し
た
こ
と
に

合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
雨
が
上
が

り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年
ぶ
り

に
一
般
参
列
者
も
交
え
て
開
催
さ

除じ

ょ

災さ

い

招
し
ょ
う

福ふ

く

・
諸し

ょ

願が

ん

成
じ
ょ
う

就じ

ゅ

箟の

の

岳だ

け

山さ

ん

箟こ

ん

峯ぽ

う

寺じ

の

採さ

い

燈と

う

大お

お

護ご

摩ま

供く


